
割藍勤麿  

㌢貌欝ボ予沙テ耳ア活動支援プロジェタト会議」とは  

膣業¢社会福祉協議会¢NPO。共同募金会が協働し、被災地主体のボランティア活動に寄与す  

るため㌔2005年1き引こ設置された。新潟中越地震以降、現地災害ボランティアセンタ恕の側面  
的支援ち災害ボランティア活動の状況調査、被災地のNPOへの助乱会議鬱ブ譜輌ラムの開催  
などα）活動を行っている。  

モ‘J   



◎制度の狭間ぎ≡ある者（地域の要支援者）鴨の対応  

掬国聴域活動の基盤整備と充実（社協と共募の連携によるか地域活動配分事例事例3）  

調整活や健康相談を行なっている施設が、新たに精神障害者の自立支援や自殺を考える芳の保護を  
行う緊急宿泊施設を整備する費用の支援（事例5肋①）  

（●、．・・掴耳滴儲では応Åきれていないニ…∴ズハ・朝対応  
四児童自立援助ホ腑ムの支援（事例5嘲①）  

l、   払臼V被害者への支援匂予どものシェルタ肝整備（事例5鵬①）   
瀾宅生活に移行したホ脚ム♭スの「その後」の支援（事例5馴③）  

0地域の意識から生まれる問題に対する対応  

鳩殺防止鳩殺未遂者の支援（事例5闇①）  

画商三舎と協働した子育て支援の拠点整備の支援（事例5鋤②）  

Q総合的な対応の不十分さから生まれる問題に封ずる対応   
甘暇廟」削乱暴カなど芋どもを取り巻く問題への対応を、地域社会にプピ舶廉するため㌧摘酎湖翁を  

訝づ隼あたたかく優し♭竜社会を築こうjをテ鵬マにフォ榊ラムを開催する活動を支援（事例5血①）   

監地域において対応が求められている問題（第4回「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」資料から選  
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r■  

、∴－  ．∴・  ■ ・・、－‾ 十・∴  、…  ・・∴…・ご．．・・  
－ ．．こ  －‥ ．．一  
議わ、翻叫 J∧W  嘉 一  

鹿田V硬電着支援車婁・防塵寧鷺   

27件／■配分額領8†787．㈲円  

瀞母子生汚黛校亀鵠  
17件 配分織5，2．54，POけ円  

葡′・騒人保箆施設   
4件′′鮒訝350．伽〇円  

フlト牒タ｛明紀  

堵8件′／配分額11†00軌790円  

漁軽量濱飴鰻  
柑7侭．′′’記骨預藍氾．ア馳．卑20円  

澤党慶膚繚紡止肇箕  

社会的私立蓉防止する車韮  
＝泊7件、／ノー配分額ア0，蛮氾や81ア円  

チャイルトライン  
澗瀦欄済牒魔  
掴離乳／‘配分額：拍，ア8乳3悌円  

韓健児意解溺啓発  
2件ノ再已サ絹2．389．∝山門  

保箇所  
1．試隠浄／3望7℡仁賂8，43営門  

撃巌保管零賽  
：迅2件／配分評37，l糾．0銅門  病児保育革質  

ヰ俸／で配分額2．2略就醇円  

ひ孝こもり防止串韮  
168件／配分締35．76・9，932円  非行防止撃落  

2丁6件／配分古語30．292．000門  

濫恐自立憲接巌冨蔓  
1外ノ●配分搾丁60．0恥円  

精神搾寮費真横調教  
2。82¢件ノ配分綿鵬0，6錮，997円   

転鞍防止番茶・いのちの電話  
52陣ノ（配分額釘，134，∝氾円  

犯罪被審者安堵串簾  
計障ゾ′配分洩3．Q27．5QO円  

摂食障鬱勃安城覇業  
2曹’配分額220．00〇円  

暴走族追放迂勒客   
年俸′ノ上配分額33ら，脚0円  

囁物依存症車寛強調峯、  
ダルク  
卑語倖／配分額さ，醐，凝氾門  

ホームレス真壁蟄裳  
136件．′「配分額18．62乳921円  

アルコmル餅抒慶穏支線賽楽  

20件′■講己分納3．346，∝】0円  
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‾ ‾‾‾ ‾署．－ニ  、  ミ・－＝  、、．－．．…＝  

憶搬   
薬物依存   

e．0（I（l千H  

意用量 路調ング  

．－：、、・・t．・・†で∴沖；ニー、  

犯隠  
祉止  

ひ暫こもり防止  
35，770羊円  鶴鮨相続  

20．752千円  

剰生自立支蝮 女性自立支援  
低092草円  74．6舶千円  

ー胤   
社会的孤立防止  

おしゃれ教室  
墓，727手円  

蒋’民呆ポ仙－」ツ   

52，2＆2千円  

・∴∴…∴  “、一・・‾●－  
1．0：け千円  

4t，575軍門  

精神障軍容支掻   
ヰ60．郎隠半円  

自校防止  
ク暮，134千円  B7幣生涯学習窯 撞遽紺酎密  

22（IT：円  9．538千円  
伝承活動  

了リレコール†衣行■  
分煙対韓   3ぷ4¢千円  

検波織成車線魔  87・ぎ帽子用  

34千円  
王丁化：鼓捷  

おもちゃ闊番館 2項・a7露草閂  

棚5畔円 肺  

ニリI7千川  

原爆被歩呈＝番支蟻   

8．1と＝千円   

贅陳病態者支描   
43．92一冬千門  

欝埠：尤・聴穏  
7．510手  

待防止  

不登校児支援  
1t．nnl干円  

軸物ふれあい  
3－4ヰ9千円   監  

㌢【詣旅臨検鯵億番支援   
し・173干円  

病院ボランティア  
8，025千円   

′＼ンt：ン病ノL窺脊支援  
＄．B8司一千門  

医療相淡Ⅳ講演  
t5，59（享千円  

蔑蝿  
非朽！防止  
30．292ニト円  

暴走族五島放   
335軍門  

防災・災寄対J芯   
38乙391千円  

祇祉マヅ1  
25．559千円  

人、棲軸誠．・神譲  
】6．0・19千円  

壬［口外国人支援  
軌537芋粥  

地域防犯  
司0．086千弼  

ホスピス沸座   
55口早円  

ホームレス支提   
柑．630千円  

地域環境菜化  
83．796千門  

…キニニ去             ■  
育苗鮫轍署賢鞍儲   

れ381軍門   ごみ問題  
12．328千円  

∴斗：くい．二耳・；  
ニミニ・   国際交流噂支援  

16．0丁2干円  ●、：：㌫∴・！‥卑  環境像≡艶  
t．2イ0千円  



・杢紅㍉酎；ぎ嘉．・・、三  窺   

トミ1享こ長子ー、悠、さ‡∴∴・i：－．！－■1  

腋掛執叫臥畑隠－」iノ  

0助成事業の募集にあたり広く新聞等で周知するとともに㌔県矧司募金会で情報を収集しも活動の   
掘り起こしを行っている。  

0市町村段階の組織からはあがってこなかった取り組みをキャッチすることができた。  

0その結果、自殺未遂者やDV被害者への支援等、多様な社会的二物ズ  

への対応を行う活動からの助成申請が寄せられた（，  

躁テ恥習奮強調した募金  

0活動団体が集まる機会を設け、取り組んでいる課題等について意見   

交換を行って整理した共通課題「命を救い、守る活動支援」を重要   

テ蜘苛として掲げて募金を実施した。（総額742万円）  

臣活動の例ヨ  

誹
 

被
 
．
 
害者への支援  命の乗切さのアピ榊プ♭   

いじめ、自殺、暴力  
など苧どもを取り巻く  

問題への対応を、地域  
社食にアピ輪ルするた  
め、r尊い命を守り、あ  
たたかく優しい社会を  

築こう」をテⅧマに  

フォ榊ラムを開催する  

活動を支援  

川
蝉
十
圭
 
 
，
 
∴
 
 

自殺防止噂自殺乗遂  

者の支援  

子どものシェルタ叩整備  

さまざまな理由で社会  

での自立が困難な青少  
年のための支援を行う  
自立援助ホ鵬ムへの支  
援（新たな拠点整備）  

こころのサボ触卜  

暮らしに関わる生活  

や健康問題の相談に  
のっている施設が、新  
たに精神障害者の自  
立支援や自殺を考え  
る方の保護を行う緊急  
宿泊施設の整備する  
費用を支援  

凌 行
成
薬
 
養
の
 
 

多数の自  

乗遂者が  
殺
坊
 
 

自
尋
 
 

軋
 
 

殺
で
 
 

ヽ 

において、自殺未遂  
者を保護し、再出発を  
支援している団体へ  
の支援。  ■

し
＼
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一二睾、∴き享，  備臆願感鮎鮭謡  

（寮京都）監事例5卿■r芝）讃  

隋 ■－－・十：一ご∴吏ぞ、阜欝れる常設の拠点がほしい  

○東京都小平市のNPO法Å「子育て広場 きらら」は、   

子育て｝時の親子が集まる広場の開催や、子育て情報誌の   

発行、プアミリ無骨ポ血トセンター事業、子育てサボ鵬   

夕如の養成などを行っている。  

0これまでは、公民館や小学校の空き教室、大学の教室、   

マン：ションのコミュニティスペぉス、都営住宅の集会所、   

特別養護老人ホ触ムなどの場所を借りて、子育て中の親   

子が集まる広場を開いていたが、いつでも立ち寄れるよ   

うな常設の拠点がほしいと考えていた。  平成19年12月8日オ閤プニンゲイベントに  

て  

謝商三舎◎協力と共同募金会の助成を得て実現   

0商工会に協力してもらい、商店街の空き店舗にスペ陶スを確保することができたが、   

工事費や備品を購入する資金が必要であったため共同募金の助成を受富子た。  

0共同募金会からの助成額90万円（工事費の棚郡、備品購入費）  
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縛態挺耗蜘  腿謁腰維  ・・：≠：・－さ  

・・ヤ：そ丁ト、・“・・・ニーニー：F．  

◎居宅盤活ぎ芸移行』たホⅣムレス経験者のFその後』のこ哺諾をキヤ撃骨   

太阪府内幹事市（※）からの委託事業として府社協が実施しぞいた布地ムレス巡回相談指導事業によ  

ぎ・・．i   

居宅生活に移行した柿肋ムレス経験者に、「話し椙芋も無くて寂しい」「薗ったときの相談相手   

患い騒い」ことか儀「仲間が集まる場所」「何か相談できる場」が欲しいという支援二物ズがあ   

ることをつ力＼んだ。（※）大阪市を除＜  

◎厨社協の独自事業としでF自立継続支援事業」を実施   

このこ恥旭ズに対し、大阪府社協は、府社協の独自事業として居宅生活への移行後も自立継続   

支援事業を行なう必要があると判断、事業開始にあたって、資金面での手当てを大阪府共賽   

に相談篭 府共募は、平成18年度事業として助成することとし、事業が実現した。  
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⑳実施事業   

事業費総額50万円について二全額府共葺からの助成で実施された。  

盗難猷甜こ嵐忍拍錨稿勤、智臼ン活動  

ホ加ムレス経験者に対してはがきによる安否確認を行うも 護た、場合によって直接訪問に   
よる面接相談も行う（対人関係の相談、制度利矧こ関する相談）  

また包 当事者同士のなかまっくり、人間関係の構築のために、料理大会、映画大会などの   
サロン事業を、18年度で3再実施した。この廿日ン事業は、当事者による企画実行≠委員  

会形式での運営というところに特色がある（実行委員会は6回開催）  
は圭、踪たき礎倍＝か黒行  

この集まりを「はばたきの会」と名づけ、府社協がかかわって居宅生活に移行したホ肋ム  

レス経験者100名に、およそ3月に肘度の割合で通信誌を発行した。  

∈∋助成の効果及び今後  

唱社会的ニーズに即応した助成として効果をあげた。  

昏「広域配分」と「地域配分」両方による支援（令後）   

「広域配分【」としての府社協への助成（府全体をコ鹿ディネート）に加えて、等後も 地域にお   
いて活動する他の団体の活動にそれぞれ「地域配分」として助成することで、広域活動と地域   
活動の連携を促すことができる。   
蔓後㌔ 実行委員会を中心として㌔ 経験者による醐種のピア念力ウシゼl」ジグ的なち 飛地ムレス   
の緊急支援、自立支援を行いたいと考ぇている。  

¢将来の政策提言（背後）  

活動を継続することで、『居宅支援に移行した「■●その後」の支援』の必要性を行政に政策提   

言することも期待される。  
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0イ：ノタ旭ネットによる募金（口座からの振替も  済 

カ如仰ドによる募金、コンビニでの募金㌔ 壁紙   

購Åも セカンドライブ等）  

0自動販売機による募金  

0寄付付商品  

0チャリティ如才細クション  

0ドナ知子ヨイス（使途選択募金）  

こ、）遺産の寄付、等々  

ミニュく草  

げ－■  そこ  

ドナ細チョイスのちらし  

自動販売機での募金  

芝7   

セカンドライブでの募金  




